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概要 

2014年4月30日に実施された会議の概要をまとめた 
 このWorkshopの目的 
 Connected Vehicle Pilot Deployment Programのビジョンの設定 
 Stakeholdersにこのpilot deploymentsの企画と実行の成功を支援するリ

ソースが準備されていることを通知 
 Public sector agenciesや企業、研究機関に、pilot deploymentsへの参加

の動機付け 
 Stakeholdersの意見を収集し、計画に反映 

 

 事前展開 
 DOTは、3月12日に、Connected Vehicle Pilot Deployment Programの計

画を向上させることを目的にRFI( Request for Information)を発行 
 このRFIには、Connected Vehicle Pilot Deployment Programについて以

下のように説明されている 
 Connected Vehicle Pilot Deployment Programでは、環境負荷の低減と安全性

を向上させながら、旅行者の移動性とシステムの生産性を向上させる革新的
で費用対効果の高い方法でConnected Vehicleやモバイルデバイス技術を組
み合わせることを検討している 
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  Connected Vehicle Research Program Overview  
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 通信技術 
 5.9GHz DSRC 
 4Gと古い３G cellular networks 
 Wi-Fi, Satellite, HD radio等のその他の無線通信 

 

 展開に向けた道のり 

Connected Vehicle Pilot 
Deploymentを意図 

V2I展開に向け 
インフラ設置を 
FHWAが判断 



 現在 USDOTで、登録されているアプリケーション一覧 

 Connected Vehicleのアプリケーション 
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 ビジョン：全国的展開に向け、一つのConnected Systemのもと、
相互運用可能な複数の場所を持つこと 
 共通なアーキテクチャ 
 共通な基準 
 独立した運営 
 資源の共有 

 

 Connected Vehicleに関係する試験場 
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 展開シナリオ 
 AASHOにNational Connected Vehicle infrastructureの展開ビジョン作成

を依頼(完成済) 

 
 Security 
 課題 
 メッセージの有効性 
 セキュリティの実体(Security entity) 
 ネットワーク 
 セキュリティの運用に関するビジネスモデル 
 装置やシステムの認証手順 

 セキュリティ資格管理システム 
(SCMS : Security Credential Management System) 
 開発中 

 

 Privacy 
 適切な権限以外では、利用者が追跡されないこと 
 詳細継続検討中 

 Policyの問題 
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